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(57)【要約】
　発光した蛍光を見落とすことなく、蛍光画像の観察を
適切に行うことができる撮像装置を提供する。内視鏡シ
ステム１は、被写体に導入された蛍光物質を励起するた
めの励起光を該被検体に向けて出射する特殊光光源４２
と、励起光と異なる可視帯域を含む通常光を被検体に向
けて出射する白色光光源４１と、励起光または通常光で
照明された被写体の光学像を撮像して光学像の画像信号
を生成する撮像面を有する撮像素子２４４と、通常光の
照明下で撮像素子２４４が生成した画像信号に基づいて
、明るさを示す輝度信号を生成する明るさ検出部３０３
と、明るさ検出部３０３が生成した輝度信号に応じた増
幅率で励起光の照明下で撮像素子２４４が生成する画像
信号の増幅率を設定する増幅部３０９ａと、を備える。



(2) JP WO2015/015839 A1 2015.2.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に導入された蛍光物質を励起するための励起光を該被検体に向けて出射する励起
光出射部と、
　前記励起光と異なる可視帯域を含む通常光を前記被検体に向けて出射する通常光出射部
と、
　前記励起光または前記通常光で照明された前記被検体の光学像を撮像面上で結像して画
像信号を生成する撮像部と、
　前記通常光の照明下で前記撮像部が生成した前記画像信号に基づいて、明るさを示す輝
度信号を生成する輝度信号生成部と、
　前記輝度信号生成部が生成した前記輝度信号に応じた前記画像信号の増幅率に基づいて
、前記励起光の照明下で前記撮像部が生成する前記画像信号の増幅率を設定する増幅部と
、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像面を分割して複数の分割領域を設定する分割領域設定部をさらに備え、
　前記輝度信号生成部は、前記分割領域設定部が設定した前記複数の分割領域それぞれの
前記輝度信号を生成し、
　前記増幅部は、前記輝度信号の各々に応じた増幅率に基づいて、前記励起光の照明下に
おける前記分割領域に対応する前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記分割領域設定部は、前記分割領域を分割して複数の小分割領域を設定し、
　前記増幅部は、前記輝度信号の各々に応じた増幅率に基づいて、前記励起光の照明下に
おける前記小分割領域に対応する前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする請求
項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記励起光の照明下で生成された前記画像信号に対応する蛍光画像内において蛍光を発
する蛍光領域の有無を判定する蛍光判定部をさらに備え、
　前記分割領域設定部は、前記蛍光判定部が前記蛍光画像内において前記蛍光領域がある
と判定した場合、前記蛍光領域が含まれる前記分割領域を分割して複数の小分割領域を設
定し、
　前記増幅部は、前記輝度信号の各々に応じた増幅率に基づいて、前記励起光の照明下に
おける前記小分割領域に対応する前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする請求
項２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記励起光の照明下で生成された前記画像信号に対応する蛍光画像内において蛍光を発
する蛍光領域の有無を判定する蛍光判定部をさらに備え、
　前記分割領域設定部は、前記蛍光判定部が前記蛍光画像内において前記蛍光領域がある
と判定した場合、前記蛍光領域が含まれる前記分割領域を時間の経過とともに小さく設定
することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記増幅部は、ゲインに基づいて、前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする
請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記増幅部は、露光時間に基づいて、前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とす
る請求項１に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、被写体に励起光または可視光を照射して、この被写体で反射した光を複数の
画素で受光して光電変換を行って画像情報を出力する撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、被検体の臓器内部を観察する際に内視鏡システムが用いら
れている。内視鏡システムは、一般に、患者等の被検体の体腔内に細長形状をなす可撓性
の挿入部を挿入し、この挿入した挿入部を介して体腔内の生体組織に白色光を照射し、そ
の反射光を挿入部の先端に設けられた撮像部によって受光して、体内画像を撮像する撮像
装置の一種である。内視鏡システムで撮影された生体画像の画像信号は、挿入部内の伝送
ケーブルを介して体外の画像処理装置に伝送され、画像処理装置において画像処理が行わ
れることにより、内視鏡システムのモニタに表示される。医師等のユーザは、モニタに表
示された体内画像を通して、被検体の体腔内を観察する。
【０００３】
　このような内視鏡システムとして、蛍光マーカ等を含む蛍光薬剤が導入された生体組織
に特定波長の励起光を照射して蛍光を撮像する蛍光観察、または可視帯域の通常光を生体
組織に照射して反射光を撮像する通常観察を行うことが可能な技術が知られている（特許
文献１参照）。この技術では、通常光で撮像された画像の輝度レベルを目標値として、蛍
光画像の輝度レベルを自動で調整することにより、ユーザに負担をかけることなく、蛍光
画像を適切な明るさで表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－６１４３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来技術では、蛍光を観察できない場合、励起光の強度や画像
信号の増幅が足りないのか、または蛍光薬剤の集積不足による蛍光を観察することができ
ないのかを蛍光画像から判断することができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、発光した蛍光を見落とすことなく、蛍
光画像の観察を適切に行うことができる撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる撮像装置は、被検体に
導入された蛍光物質を励起するための励起光を該被検体に向けて出射する励起光出射部と
、前記励起光と異なる可視帯域を含む通常光を前記被検体に向けて出射する通常光出射部
と、前記励起光または前記通常光で照明された前記被検体の光学像を撮像面上で結像して
画像信号を生成する撮像部と、前記通常光の照明下で前記撮像部が生成した前記画像信号
に基づいて、明るさを示す輝度信号を生成する輝度信号生成部と、前記輝度信号生成部が
生成した前記輝度信号に応じた前記画像信号の増幅率に基づいて、前記励起光の照明下で
前記撮像部が生成する前記画像信号の増幅率を設定する増幅部と、を備えたことを特徴と
する。
【０００８】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記撮像面を分割して複数の分
割領域を設定する分割領域設定をさらに備え、前記輝度信号生成部は、前記分割領域設定
部が設定した前記複数の分割領域それぞれの前記輝度信号を生成し、前記増幅部は、前記
輝度信号の各々に応じた増幅率に基づいて、前記励起光の照明下における前記分割領域に
対応する前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする。
【０００９】
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　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記分割領域設定部は、前記分
割領域を分割して複数の小分割領域を設定し、前記増幅部は、前記輝度信号の各々に応じ
た増幅率に基づいて、前記励起光の照明下における前記小分割領域に対応する前記画像信
号の増幅率を設定することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記励起光の照明下で生成され
た前記画像信号に対応する蛍光画像内において蛍光を発する蛍光領域の有無を判定する蛍
光判定部をさらに備え、前記分割領域設定部は、前記蛍光判定部が前記蛍光画像内におい
て前記蛍光領域があると判定した場合、前記蛍光領域が含まれる前記分割領域を分割して
複数の小分割領域を設定し、前記増幅部は、前記輝度信号の各々に応じた増幅率に基づい
て、前記励起光の照明下における前記小分割領域に対応する前記画像信号の増幅率を設定
することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記励起光の照明下で生成され
た前記画像信号に対応する蛍光画像内において蛍光を発する蛍光領域の有無を判定する蛍
光判定部をさらに備え、前記分割領域設定部は、前記蛍光判定部が前記蛍光画像内におい
て前記蛍光領域があると判定した場合、前記蛍光領域が含まれる前記分割領域を時間の経
過とともに小さく設定することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記増幅部は、ゲインに基づい
て、前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる撮像装置は、上記発明において、前記増幅部は、露光時間に基づ
いて、前記画像信号の増幅率を設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明にかかる撮像装置によれば、増幅部が輝度信号生成部によって生成された通常光
の照明下で撮像素子が生成した画像信号の輝度信号に応じた増幅率に基づいて、各画素の
蛍光の増幅率を設定する。これにより、発光した蛍光を見落とすことなく、蛍光画像の観
察を適切に行うことができる効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置である内視鏡システムの概略構
成を示す図である。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡の先端部の内部構成の概略を説明する断面図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示す
ブロック図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムが実行する処理の概要を
示すフローチャートである。
【図５】図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示す
ブロック図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡システムが実行する処理の概要を
示すフローチャートである。
【図７】図７は、図５に示す分割領域設定部が撮像面を分割する際の分割領域を模式的に
示す図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態３にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示す
ブロック図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態３にかかる内視鏡システムが実行する処理の概要を
示すフローチャートである。
【図１０】図１０は、図８に示す分割領域設定部が撮像面を分割する際の分割領域を模式
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的に示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態４にかかる内視鏡システムが実行する処理のタ
イムチャートである。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態４にかかる分割領域設定部が撮像面を分割する
際の分割領域を模式的に示す図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態５にかかる内視鏡システムの先端部の先端面を
示す図である。
【図１４】図１４は、図１３に示すＡ－Ａ線で切断した切断面の一部を示す図である。
【図１５】図１５は、図１３に示すＢ－Ｂ線で切断した切断面の一部を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態５にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を
示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として、患者等の
被検体の体腔内の画像を撮像して表示する医療用の内視鏡システムについて説明する。ま
た、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。さらに、図面の記載にお
いて、同一部分には同一の符号を付している。さらにまた、図面は模式的なものであり、
各部材の厚みと幅との関係、各部材の比率等は、現実と異なることに留意する必要がある
。また、図面の相互間においても、互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている
。
【００１７】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる撮像装置である内視鏡システムの概略構成を示
す図である。図１に示すように、内視鏡システム１は、被検体の体腔内に先端部を挿入す
ることによって被検体の体内画像を撮像する内視鏡２と、内視鏡２が撮像した体内画像に
所定の処理を施すとともに、内視鏡システム１全体の動作を統括的に制御する制御装置３
と、内視鏡２の先端から出射する照明光または励起光を発生する光源部である光源装置４
と、制御装置３が画像処理を施した体内画像を表示する表示装置５と、を備える。
【００１８】
　内視鏡２は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２１と、挿入部２１の基端側に接続
され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２２と、操作部２２から挿入部２１が延
びる方向と異なる方向に延び、制御装置３および光源装置４と接続する各種ケーブルを内
蔵するユニバーサルコード２３と、を備える。
【００１９】
　挿入部２１は、後述する撮像素子を内蔵した先端部２４と、複数の湾曲駒によって構成
された湾曲自在な湾曲部２５と、湾曲部２５の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状
の可撓管部２６と、を有する。
【００２０】
　図２は、先端部２４の内部構成の概略を説明する断面図である。図２に示すように、先
端部２４は、グラスファイバ等を用いて構成されて光源装置４が発生した光の導光路をな
すライトガイド２４１と、ライトガイド２４１の先端に設けられた照明レンズ２４２と、
集光用の光学系２４３と、光学系２４３の結像位置に設けられ、光学系２４３が集光した
光を受光して電気信号に光電変換して所定の信号処理を施す撮像素子２４４と、内視鏡２
用の処置具を通る処置具チャンネル２４５と、を有する。
【００２１】
　光学系２４３は、少なくともレンズ２４３ａおよびレンズ２４３ｂからなる。なお、光
学系２４３を構成するレンズの種類や数は、図２に示されるものに限られるわけではない
。
【００２２】
　図３は、内視鏡システム１の要部の機能構成を示すブロック図である。図３を参照して
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、撮像素子２４４の構成を説明する。図３に示すように、撮像素子２４４は、光学系２４
３からの光を光電変換して電気信号を出力するセンサ部２４４ａと、センサ部２４４ａが
出力した電気信号に対してノイズ除去やＡ／Ｄ変換を行うアナログフロントエンド２４４
ｂ（以下、「ＡＦＥ部２４４ｂ」という）と、ＡＦＥ部２４４ｂが出力したデジタル信号
をパラレル／シリアル変換するＰ／Ｓ変換部２４４ｃと、センサ部２４４ａの駆動タイミ
ング、ＡＦＥ部２４４ｂおよびＰ／Ｓ変換部２４４ｃにおける各種信号処理のパルスを発
生するタイミングジェネレータ２４４ｄと、撮像素子２４４の動作を制御する撮像制御部
２４４ｅと、を有する。撮像素子２４４は、ＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　S
emiconductor）イメージセンサである。
【００２３】
　センサ部２４４ａは、基板２４４Ｓを介してＩＣ回路群２４４Ｇと接続される。ＩＣ回
路群２４４Ｇは、ＡＦＥ部２４４ｂ、Ｐ／Ｓ変換部２４４ｃ、タイミングジェネレータ２
４４ｄ、および撮像制御部２４４ｅの機能を有する複数のＩＣ回路を有する。
【００２４】
　センサ部２４４ａは、光量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードおよびフォトダイ
オードが蓄積した電荷を増幅する増幅器をそれぞれ有する複数の画素が２次元マトリック
ス状に配設された受光部２４４ｆと、受光部２４４ｆの複数の画素のうち読み出し対象と
して任意に設定された画素が生成した電気信号を画像情報として読み出す読み出し部２４
４ｇと、を有する。受光部２４４ｆには、画素ごとにＲＧＢ個別のカラーフィルタが設け
られており、カラー画像の取得を可能にしている。
【００２５】
　ＡＦＥ部２４４ｂは、電気信号（アナログ）に含まれるノイズ成分を低減するノイズ低
減部２４４ｈと、電気信号の増幅率（ゲイン）を調整して一定の出力レベルを維持するＡ
ＧＣ（Auto　Gain　Control）部２４４ｉと、ＡＧＣ部２４４ｉを介して出力された電気
信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２４４ｊと、を有する。ノイズ低減部２４４ｈは、た
とえば相関二重サンプリング（Correleted　Double　Sampling）法を用いてノイズの低減
を行う。
【００２６】
　撮像制御部２４４ｅは、制御装置３から受信した設定データにしたがって、先端部２４
の各種動作を制御する。撮像制御部２４４ｅは、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）
等を用いて構成される。また、撮像制御部２４４ｅは、制御装置３から受信した設定デー
タにしたがって、読み出し部２４４ｇが受光部２４４ｆから読み出す領域を設定する。
【００２７】
　基板２４４Ｓに設けられる電極２４４Ｅには、制御装置３との間で電気信号の送受信を
行う複数の信号線が束ねられた集合ケーブル２４６が接続している。複数の信号線には、
撮像素子２４４が出力した画像信号を制御装置３へ伝送する信号線および制御装置３が出
力する制御信号を撮像素子２４４へ伝送する信号線等が含まれる。
【００２８】
　操作部２２は、湾曲部２５を上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ２２１と、
体腔内に生体鉗子、レーザメスおよび検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入部２
２２と、制御装置３、光源装置４に加えて、送気手段、送水手段、送ガス手段等の周辺機
器の操作指示信号を入力する操作入力部である複数のスイッチ２２３と、を有する。処置
具挿入部２２２から挿入される処置具は、先端部２４の処置具チャンネル２４５を経由し
て開口部２４５ａから表出する。
【００２９】
　ユニバーサルコード２３は、ライトガイド２４１と、集合ケーブル２４６と、を少なく
とも内蔵している。ユニバーサルコード２３のライトガイド２４１は、光源装置４に接続
される。ユニバーサルコード２３の集合ケーブル２４６は、制御装置３に接続される。
【００３０】
　つぎに、制御装置３の構成について説明する。制御装置３は、Ｓ／Ｐ変換部３０１と、
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画像処理部３０２と、明るさ検出部３０３と、調光部３０４と、読出アドレス設定部３０
５と、駆動信号生成部３０６と、入力部３０７と、記憶部３０８と、制御部３０９と、基
準クロック生成部３１０と、を備える。
【００３１】
　Ｓ／Ｐ変換部３０１は、先端部２４から受信した画像信号（デジタル信号）をシリアル
／パラレル変換する。
【００３２】
　画像処理部３０２は、Ｓ／Ｐ変換部３０１から出力されたパラレル形態の画像信号をも
とに、表示装置５が表示する体内画像を生成する。画像処理部３０２は、同時化部３０２
ａと、ホワイトバランス（ＷＢ）調整部３０２ｂと、ゲイン調整部３０２ｃと、γ補正部
３０２ｄと、Ｄ／Ａ変換部３０２ｅと、フォーマット変更部３０２ｆと、サンプル用メモ
リ３０２ｇと、静止画像用メモリ３０２ｈと、を有する。
【００３３】
　同時化部３０２ａは、画素情報として入力された画像信号を、画素ごとに設けられた３
つのメモリ（図示せず）に入力し、読み出し部２４４ｇが読み出した受光部２４４ｆの画
素のアドレスに対応させて、各メモリの値を順次更新しながら保持するとともに、これら
３つのメモリの画像信号をＲＧＢ画像信号として同時化する。同時化部３０２ａは、同時
化したＲＧＢ画像信号をホワイトバランス調整部３０２ｂへ順次出力するとともに、一部
のＲＧＢ画像信号を、明るさ検出などの画像解析用としてサンプル用メモリ３０２ｇへ出
力する。
【００３４】
　ホワイトバランス調整部３０２ｂは、ＲＧＢ画像信号のホワイトバランスを自動的に調
整する。具体的には、ホワイトバランス調整部３０２ｂは、ＲＧＢ画像信号に含まれる色
温度に基づいて、ＲＧＢ画像信号のホワイトバランスを自動的に調整する。
【００３５】
　ゲイン調整部３０２ｃは、ＲＧＢ画像信号のゲイン調整を行う。ゲイン調整部３０２ｃ
は、ゲイン調整を行ったＲＧＢ信号をγ補正部３０２ｄへ出力するとともに、一部のＲＧ
Ｂ信号を、静止画像表示用、拡大画像表示用または強調画像表示用として静止画像用メモ
リ３０２ｈへ出力する。
【００３６】
　γ補正部３０２ｄは、表示装置５に対応させてＲＧＢ画像信号の階調補正（γ補正）を
行う。
【００３７】
　Ｄ／Ａ変換部３０２ｅは、γ補正部３０２ｄが出力した階調補正後のＲＧＢ画像信号を
アナログ信号に変換する。
【００３８】
　フォーマット変更部３０２ｆは、アナログ信号に変換された画像信号をハイビジョン方
式等の動画用のファイルフォーマットに変更して表示装置５に出力する。
【００３９】
　明るさ検出部３０３は、サンプル用メモリ３０２ｇが保持するＲＧＢ画像信号から、各
画素に対応する明るさレベルを検出し、検出した明るさレベルを内部に設けられたメモリ
に記録するとともに制御部３０９へ出力する。また、明るさ検出部３０３は、検出した明
るさレベルをもとにゲイン調整値および光照射量を算出し、ゲイン調整値をゲイン調整部
３０２ｃへ出力する一方、光照射量を調光部３０４へ出力する。さらに、明るさ検出部３
０３は、内視鏡２の撮像素子２４４が生成した画像信号に基づいて、明るさを示す輝度信
号を生成し、この輝度信号を制御部３０９へ出力する。なお、本実施の形態１では、明る
さ検出部３０３が輝度信号生成部として機能する。
【００４０】
　調光部３０４は、制御部３０９の制御のもと、明るさ検出部３０３が算出した光照射量
をもとに光源装置４が発生する光の種別、光量、発光タイミング等を設定し、この設定し
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た条件を含む光源同期信号を光源装置４へ送信する。
【００４１】
　読出アドレス設定部３０５は、センサ部２４４ａの受光面における読み出し対象の画素
および読み出し順序を設定する機能を有する。すなわち、読出アドレス設定部３０５は、
ＡＦＥ部２４４ｂが読出すセンサ部２４４ａの画素のアドレスを設定する機能を有する。
また、読出アドレス設定部３０５は、設定した読み出し対象の画素のアドレス情報を同時
化部３０２ａへ出力する。
【００４２】
　駆動信号生成部３０６は、撮像素子２４４を駆動するための駆動用のタイミング信号を
生成し、集合ケーブル２４６に含まれる所定の信号線を介してタイミングジェネレータ２
４４ｄへ送信する。このタイミング信号は、読み出し対象の画素のアドレス情報を含む。
【００４３】
　入力部３０７は、内視鏡システム１の動作を指示する動作指示信号等の各種信号の入力
を受け付ける。
【００４４】
　記憶部３０８は、フラッシュメモリやＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）
等の半導体メモリを用いて実現される。記憶部３０８は、内視鏡システム１を動作させる
ための各種プログラム、および内視鏡システム１の動作に必要な各種パラメータ等を含む
データを記憶する。
【００４５】
　制御部３０９は、ＣＰＵ等を用いて構成され、先端部２４および光源装置４を含む各構
成部の駆動制御、および各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部３０９は
、撮像制御のための設定データを、集合ケーブル２４６に含まれる所定の信号線を介して
撮像制御部２４４ｅへ送信する。ここで、設定データは、撮像素子２４４の撮像速度（フ
レームレート）、およびセンサ部２４４ａの任意の画素からの画素情報の読み出し速度を
指示する指示情報、ならびにＡＦＥ部２４４ｂが読み出した画素情報の伝送制御情報など
を含む。また、制御部３０９は、増幅部３０９ａを有する。
【００４６】
　増幅部３０９ａは、明るさ検出部３０３から入力される輝度信号に応じた増幅率に基づ
いて、励起光の照明下で撮像素子２４４が生成する画像信号の増幅率を設定する。具体的
には、増幅部３０９ａは、明るさ検出部３０３によって通常光（可視光）の照明下で撮像
素子２４４が生成した画像信号に基づいて生成された輝度信号に応じたＡＧＣ部２４４ｉ
の増幅率に基づいて、励起光の照明下で撮像素子２４４が生成する画像信号の増幅率（ゲ
イン）をＡＧＣ部２４４ｉに設定する。
【００４７】
　基準クロック生成部３１０は、内視鏡システム１の各構成部の動作の基準となる基準ク
ロック信号を生成し、内視鏡システム１の各構成部に対して生成した基準クロック信号を
供給する。
【００４８】
　つぎに、光源装置４の構成について説明する。光源装置４は、白色光光源４１と、特殊
光光源４２と、光源制御部４３と、ＬＥＤ（Light　Emitting　Diode）ドライバ４４と、
を備える。
【００４９】
　白色光光源４１は、白色ＬＥＤからなり、光源制御部４３の制御のもと、白色照明光を
発生する。
【００５０】
　特殊光光源４２は、被検体に導入された蛍光物質を励起するための励起光を発生する。
具体的には、特殊光光源４２は、赤外光を発生する。また、特殊光光源４２は、白色照射
光とは波長帯域が異なる光であって狭帯域バンドパスフィルタによって狭帯域化したＲ、
Ｇ、Ｂいずれかの成分の光を特殊光として発生してもよい。特殊光光源４２が発生する特
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殊光としては、たとえば血液中のヘモグロビンに吸収されやすくなるように狭帯域化され
た青色光および緑色光の２種の帯域のＮＢＩ（Narrow　Band　Imaging）照明光等を発生
させてもよい。
【００５１】
　光源制御部４３は、調光部３０４から送信された光源同期信号にしたがって白色光光源
４１または特殊光光源４２に供給する電流量を制御する。
【００５２】
　ＬＥＤドライバ４４は、白色光光源４１あるいは特殊光光源４２に対して光源制御部４
３の制御のもとで電流を供給することにより、白色光光源４１または特殊光光源４２に励
起光を発生させる。白色光光源４１または特殊光光源４２が発生した光は、ライトガイド
２４１を経由して先端部２４の先端から外部へ照射される。
【００５３】
　表示装置５は、映像ケーブルを介して制御装置３が生成した体内画像を制御装置３から
受信して表示する機能を有する。表示装置５は、液晶、有機ＥＬ（Electro　Luminescenc
e）等の表示ディスプレイを有する。
【００５４】
　以上のように構成された内視鏡システム１において被検体の蛍光観察を行う際の処理に
ついて説明する。図４は、内視鏡システム１が実行する処理の概要を示すフローチャート
である。なお、以下においては、被検体は、施術者によって生体内に蛍光マーカを含む蛍
光薬剤が処置具によって既に施されているものとする。
【００５５】
　図４に示すように、光源制御部４３は、制御部３０９の制御のもと、ＬＥＤドライバ４
４を駆動して白色光光源４１に可視光を照射させる（ステップＳ１０１）。
【００５６】
　続いて、撮像制御部２４４ｅは、制御部３０９の制御のもと、所定のタイミングで読み
出し部２４４ｇを駆動して受光部２４４ｆが受光した可視反射光の画像信号を制御装置３
に出力する（ステップＳ１０２）。
【００５７】
　その後、明るさ検出部３０３は、サンプル用メモリ３０２ｇから可視光の画像信号を取
得して受光部２４４ｆの各画像の照度を算出し（ステップＳ１０３）、各画素における輝
度信号を生成する（ステップＳ１０４）。
【００５８】
　続いて、増幅部３０９ａは、明るさ検出部３０３が生成した輝度信号に基づいて、受光
部２４４ｆの各画素から出力される可視光（通常光）の画像信号の増幅率を、撮像制御部
２４４ｅを介してＡＦＥ部２４４ｂのＡＧＣ部２４４ｉに設定する（ステップＳ１０５）
。
【００５９】
　その後、制御部３０９は、画像処理部３０２に白色光の画像信号を生成して表示装置５
に出力する（ステップＳ１０６）。具体的には、制御部３０９は、内視鏡システム１に白
色光による通常観察モードが設定されている場合、画像処理部３０２に白色光画像信号を
表示装置５に出力させる。これにより、施術者は、表示装置５で表示される画像を確認す
ることにより、被検体の通常観察を行うことができる。さらに、制御部３０９は、画像処
理部３０２に白色光画像信号を記憶部３０８に記憶させてもよい。
【００６０】
　続いて、増幅部３０９ａは、可視光の増幅率に応じて、受光部２４４ｆの各画像から出
力される蛍光の画像信号の増幅率を、撮像制御部２４４ｅを介してＡＦＥ部２４４ｂのＡ
ＧＣ部２４４ｉに設定する（ステップＳ１０７）。
【００６１】
　その後、光源制御部４３は、制御部３０９の制御のもと、ＬＥＤドライバ４４を駆動し
て特殊光光源４２に励起光を照射させる（ステップＳ１０８）。
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【００６２】
　続いて、撮像制御部２４４ｅは、制御部３０９の制御のもと、所定のタイミングで読み
出し部２４４ｇを駆動して受光部２４４ｆが受光した蛍光の蛍光画像信号を制御装置３に
出力する（ステップＳ１０９）。
【００６３】
　その後、制御部３０９は、画像処理部３０２に蛍光画像信号を生成して表示装置５に出
力させる（ステップＳ１１０）。これにより、施術者は、表示装置５で表示される蛍光画
像を確認することにより、被検体内の蛍光観察を行うことができる。
【００６４】
　続いて、制御部３０９は、入力部３０７から被検体の観察を終了する指示信号が入力さ
れたか否かを判断する（ステップＳ１１１）。指示信号が入力されたと制御部３０９が判
断した場合（ステップＳ１１１：Ｙｅｓ）、内視鏡システム１は、本処理を終了する。こ
れに対して、入力部３０７を介して指示信号が入力されていないと制御部３０９が判断し
た場合（ステップＳ１１１：Ｎｏ）、内視鏡システム１は、ステップＳ１０１へ戻る。
【００６５】
　以上説明した本実施の形態１によれば、増幅部３０９ａが明るさ検出部３０３によって
生成された白色光の照明光で撮像素子２４４が生成した画像信号の輝度信号に応じた受光
部２４４ｆの各画像の増幅率に基づいて、各画素の蛍光の増幅率を設定する。これにより
、配光または臓器の吸光特性の影響による蛍光強度の変化を低減することができ、鮮明な
被検体の蛍光画像を表示装置５に表示させることができる。
【００６６】
　また、本実施の形態１によれば、可視光を照射し、生体組織で反射した反射光が弱い領
域（暗い領域あるいは出血領域）は、先端部２４までの距離が遠い、または配光が悪いこ
とで照明光が届いていない領域（場所）と考えられるので、同様に、励起光もその領域に
対して十分届いていない領域（場所）と考えられる。このため、上述したように、増幅部
３０９ａが明るさ検出部３０３によって生成された白色光の照明光で撮像素子２４４が生
成した画像信号の輝度信号に応じた受光部２４４ｆの各画像の増幅率に基づいて、各画素
の蛍光の増幅率を設定する。この結果、蛍光の薬剤集積領域を見落とすことなく、蛍光画
像の観察を適切に行うことができる。
【００６７】
　さらに、本実施の形態１によれば、同一の集積度の薬剤を観察した場合であっても、先
端部２４から生体組織までの距離から生じる励起光の強度と取得する蛍光の強度との差お
よび薬剤集積領域の周辺組織の光学特性の差が生じた場合であって、増幅部３０９ａが周
辺臓器の反射光の増幅率と蛍光の増幅率との比を一定になるように各画素の撮影感度を最
適化しているので、蛍光画像の観察を適切に行うことができる。なお、増幅部３０９ａは
、比でなく、反射光の増幅率に一定の係数を乗じてもよい。
【００６８】
　また、本実施の形態１では、増幅部３０９ａが白色光（可視光）の増幅率に応じて、蛍
光の増幅率を設定していたが、たとえば蛍光が赤外（ＩＲ）の場合、画像信号に含まれる
赤（Ｒ）の画像信号の輝度信号を用いて増幅率を設定し、この増幅率に応じて蛍光の増幅
率を設定してもよい。これにより、制御部３０９の処理内容を低減することができ、内視
鏡２が撮像するフレームレートを高速化することができる。
【００６９】
（実施の形態２）
　つぎに、本発明の実施の形態２について説明する。本実施の形態２にかかる内視鏡シス
テムは、制御装置の制御部の構成が異なるとともに、内視鏡システムが実行する処理のみ
が異なる。具体的には、上述した実施の形態では、蛍光観察時に各画像の増幅率を設定し
ていたが、本実施の形態２では、受光部の領域を複数の領域に分割し、この分割した分割
領域ごとに蛍光観察時の増幅率を設定する。このため、以下においては、本実施の形態２
にかかる内視鏡システムの制御部の構成を説明後、内視鏡システムが実行する処理につい
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て説明する。なお、同一の構成には同一の符号を付して説明する。
【００７０】
　図５は、本実施の形態２にかかる内視鏡システム１００の要部の機能構成を示すブロッ
ク図である。図５に示すように、内視鏡システム１００の制御装置３は、制御部１０１を
さらに備える。
【００７１】
　制御部１０１は、ＣＰＵ等を用いて構成され、先端部２４および光源装置４を含む各構
成部の駆動制御、および各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部１０１は
、撮像制御のための設定データを、集合ケーブル２４６に含まれる所定の信号線を介して
撮像制御部２４４ｅへ送信する。制御部１０１は、増幅部３０９ａと、分割領域設定部１
０１ａと、を有する。
【００７２】
　分割領域設定部１０１ａは、センサ部２４４ａの撮像面を所定の領域ごとに分割して複
数の分割領域を設定する。具体的には、分割領域設定部１０１ａは、読出アドレス設定部
３０５を介してセンサ部２４４ａの撮像面を分割して複数の分割領域を設定する。この複
数の分割領域は、後述する増幅部３０９ａが蛍光観察時に各分割領域で増幅率を設定する
際に使用される。
【００７３】
　以上の構成を有する内視鏡システム１００が実行する処理について説明する。図６は、
本実施の形態２にかかる内視鏡システム１００が実行する処理の概要を示すフローチャー
トである。
【００７４】
　図６に示すように、分割領域設定部１０１ａは、撮像制御部２４４ｅを介して読み出し
部２４４ｇが受光部２４４ｆから画像信号を読み出す領域を分割して分割領域を設定する
（ステップＳ２０１）。たとえば、図７（ａ）に示すように、分割領域設定部１０１ａは
、センサ部２４４ａの受光面を４分割にして分割領域Ａ１～Ａ４を設定する。
【００７５】
　ステップＳ２０２およびステップＳ２０３は、上述した図４のステップＳ１０１および
ステップＳ１０２にそれぞれ対応する。
【００７６】
　続いて、明るさ検出部３０３は、サンプル用メモリ３０２ｇから可視光の画像信号を取
得して受光部２４４ｆの分割領域ごとの照度を算出し（ステップＳ２０４）、各分割領域
の輝度信号を生成する（ステップＳ２０５）。具体的には、図７（ａ）に示すように、明
るさ検出部３０３は、分割領域設定部１０１ａが設定した各分割領域Ａ１～Ａ４の照度を
算出し、各分割領域Ａ１～Ａ４の輝度信号を生成する。
【００７７】
　その後、増幅部３０９ａは、明るさ検出部３０３が検出した各分割領域の輝度信号に基
づいて、受光部２４４ｆの各分割領域から出力される画像信号の可視光の増幅率を、撮像
制御部２４４ｅを介してＡＦＥ部２４４ｂのＡＧＣ部２４４ｉに設定する（ステップＳ２
０６）。
【００７８】
　続いて、制御部３０９は、画像処理部３０２に白色光の画像信号を生成させて表示装置
５に出力させる（ステップＳ２０７）。
【００７９】
　その後、分割領域設定部１０１ａは、可視光の各分割領域を分割した小分割領域を設定
する（ステップＳ２０８）。たとえば、図７（ｂ）に示すように、分割領域設定部１０１
ａは、可視光の分割領域Ａ１をさらに分割した励起光の小分割領域Ａ１１～Ａ１４を設定
する。
【００８０】
　続いて、増幅部３０９ａは、可視光の各分割領域の増幅率に応じて、各小分割領域の蛍
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光の増幅率を設定する（ステップＳ２０９）。具体的には、増幅部３０９ａは、分割領域
Ａ１の増幅率に応じて、小分割領域Ａ１１～Ａ１４の蛍光の増幅率を設定する。この場合
、増幅部３０９ａは、分割領域Ａ１内の各画素の輝度信号の平均値に基づいて、小分割領
域Ａ１１～Ａ１４の蛍光の増幅率を設定する。これにより、分割領域Ａ１～Ａ４で内視鏡
２から被検体の体内の表面までの距離または臓器の光学特性による可視光の反射光の平均
値で、小分割領域Ａ１１～Ａ１４，Ａ２１～Ａ２４，Ａ３１～Ａ３４，Ａ４１～Ａ４４で
蛍光との輝度比を一定にするためのゲインを調整することができる。
【００８１】
　ステップＳ２１０～ステップＳ２１３は、図４のステップＳ１０８～ステップＳ１１１
にそれぞれ対応する。
【００８２】
　以上説明した本実施の形態２によれば、増幅部３０９ａが分割領域設定部１０１ａによ
って設定された各分割領域に対して励起光の照明下で撮像素子２４４が生成する画像信号
の増幅率を設定する。これにより、分割領域で内視鏡２から被検体の体内の表面までの距
離または臓器の光学特性による可視光の反射光の平均値を設定し、分割領域で蛍光との輝
度比を一定にするためのゲインを調整することができる。
【００８３】
　また、本実施の形態２によれば、分割領域設定部１０１ａがセンサ部２４４ａの撮像面
の分割領域をさらに分割して小分割領域を設定し、増幅部３０９ａが各小分割領域に対応
する蛍光の画像信号の増幅率を設定しているので、よりきめ細かに蛍光のゲインを調整す
ることができる。これにより、撮像範囲内で先端部２４と生体組織との距離が異なっても
、撮像素子２４４の撮像面でムラなく適切に増幅することができ、滑らかな蛍光画像を撮
像することができる。
【００８４】
　さらに、本実施の形態２によれば、像の配光分布または吸収分布がある被写体に対して
も、充分なダイナミックレンズまたはコントラストで可視光（白色光）の画像に、励起光
を照射し発光した蛍光画像を重畳させた画像を得ることができる。
【００８５】
　なお、本実施の形態２では、増幅部３０９ａが可視光の増幅率に応じて各分割領域に対
応する蛍光の画像信号の増幅率を設定したが、蛍光が所定以上ある分割領域に対して必要
以上の増幅率を設定させなくてもよい。これにより、患部の蛍光の周辺を見やすくすると
ともに、増幅によって生じるノイズを低減することができる。
【００８６】
　また、本実施の形態２では、ＡＧＣ部２４４ｉのゲインを調整することにより、蛍光観
察時における画像信号の増幅率を設定しているが、たとえばセンサ部２４４ａの各画素の
リセットを行わず、多重読み出しにより感度や増幅率を調整してもよい。
【００８７】
　また、本実施の形態２では、分割領域設定部１０１ａがセンサ部２４４ａの撮像面を４
分割にして設定していたが、分割する数は、適宜設定することができる。たとえば、分割
領域設定部１０１ａは、センサ部２４４ａの撮像面の大きさ、被検体の臓器や部位に応じ
て所定の領域、たとえば９分割にして分割領域を設定してもよい。さらに、分割領域設定
部１０１ａは、同様に分割領域を分割する数を適宜設定することも可能である。
【００８８】
（実施の形態３）
　つぎに、本発明の実施の形態３について説明する。本実施の形態３にかかる内視鏡シス
テムは、制御装置の制御部の構成が異なるとともに、内視鏡システムが実行する処理のみ
が異なる。具体的には、本実施の形態３では、蛍光が検出された領域の画素のみに露光さ
せ、それ以外の領域の画素に対して可視光を低ゲインで露光させる。このため、以下にお
いては、本実施の形態３にかかる内視鏡システムの制御部の構成を説明後、内視鏡システ
ムが実行する処理について説明する。なお、同一の構成には同一の符号を付して説明する
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。
【００８９】
　図８は、本実施の形態３にかかる内視鏡システム１１０の要部の機能構成を示すブロッ
ク図である。図８に示すように、内視鏡システム１１０の制御装置３は、制御部１１１を
有する。
【００９０】
　制御部１１１は、ＣＰＵ等を用いて構成され、先端部２４および光源装置４を含む各構
成部の駆動制御、および各構成部に対する情報の入出力制御などを行う。制御部１１１は
、撮像制御のための設定データを、集合ケーブル２４６に含まれる所定の信号線を介して
撮像制御部２４４ｅへ送信する。制御部１１１は、増幅部３０９ａと、分割領域設定部１
０１ａと、蛍光判定部１１１ａと、を有する。
【００９１】
　蛍光判定部１１１ａは、撮像素子２４４が生成した画像信号に対応する画像内において
蛍光を発する蛍光領域の有無を判定する。具体的には、蛍光判定部１１１ａは、蛍光観察
時に撮像素子２４４が生成した画像内に輝度が一定のレベルを含む領域の有無を判定する
。なお、蛍光判定部１１１ａは、画像内において蛍光を発する蛍光領域に対応する画素の
アドレスを判定してもよい。
【００９２】
　以上の構成を有する内視鏡システム１１０が実行する処理について説明する。図９は、
本実施の形態３にかかる内視鏡システム１１０が実行する処理の概要を示すフローチャー
トである。
【００９３】
　図９に示すように、ステップＳ３０１～ステップＳ３０８は、図６のステップＳ２０１
～ステップＳ２０７およびステップＳ２０９にそれぞれ対応する。また、ステップＳ３０
９～ステップＳ３１１は、図４のステップＳ１０８～ステップＳ１１０にそれぞれ対応す
る。
【００９４】
　ステップＳ３１１の後、蛍光判定部１１１ａは、蛍光画像信号に対応する蛍光画像内に
蛍光が検出された分割領域があるか否かを判定する（ステップＳ３１２）。具体的には、
蛍光判定部１１１ａは、蛍光画像内で輝度が一定のレベルを有する分割領域が検出された
か否かを検出する。蛍光画像信号に対応する蛍光画像内に蛍光が検出された分割領域があ
ると蛍光判定部１１１ａが判定した場合（ステップＳ３１２：Ｙｅｓ）、内視鏡システム
１は、後述するステップＳ３１３へ移行する。これに対して、蛍光画像信号に対応する蛍
光画像内に蛍光が検出された分割領域がないと蛍光判定部１１１ａが判定した場合（ステ
ップＳ３１２：Ｎｏ）、内視鏡システム１は、後述するステップＳ３１７へ移行する。
【００９５】
　ステップＳ３１３において、分割領域設定部１０１ａは、蛍光が検出された分割領域を
所定の領域ごとに分割した小分割領域を設定する。具体的には、図１０に示すように、分
割領域設定部１０１ａは、蛍光Ｓ１が検出された分割領域Ａ３を所定の領域ごとに分割し
て小分割領域Ａ３１～Ａ３４を設定する（図１０（ａ）→（図１０（ｂ））。続いて、分
割領域設定部１０１ａは、撮像制御部２４４ｅを介して受光部２４４ｆが露光する領域を
設定する。具体的には、分割領域設定部１０１ａは、撮像制御部２４４ｅを介して蛍光Ｓ
１が検出された小分割領域に対応する領域を、受光部２４４ｆの画素が蛍光を受光して露
光する領域として設定する。
【００９６】
　その後、光源制御部４３は、制御部３１１の制御のもと、ＬＥＤドライバ４４を駆動し
て特殊光光源４２に励起光を照射させ（ステップＳ３１４）、増幅部３０９ａは、分割領
域設定部１０１ａによって設定された小分割領域の画素のみに蛍光を受光させて露光を行
う（ステップＳ３１５）。これにより、センサ部２４４ａは、小分割領域の画素のみを露
光すればよいので、長時間露光を行うことができ、蛍光の増幅率（感度）を上げることが



(14) JP WO2015/015839 A1 2015.2.5

10

20

30

40

50

できる。この結果、内視鏡システム１は、受光部２４４ｆの必要な画素のみを長時間露光
することで、受光部２４４ｆの全画素で長時間露光を行う場合に比して、設定されたフレ
ームレートを落とすことなく、かつ、一連の撮像（露光）時間が延びることを防止するこ
とができ、連続的に蛍光画像信号を滑らかに出力することができる。
【００９７】
　続いて、画像処理部３０２は、先端部２４の撮像素子２４４から出力された画像信号に
対して所定の画像処理を施して蛍光画像信号を生成して表示装置５に出力する（ステップ
Ｓ３１６）。
【００９８】
　その後、制御部３１１は、内視鏡システム１に終了の指示信号が入力されたか否かを判
断する（ステップＳ３１７）。終了の指示信号が入力されたと制御部３１１が判断した場
合（ステップＳ３１７：Ｙｅｓ）、内視鏡システム１は、本処理を終了する。
【００９９】
　これに対して、終了の指示信号が入力されていないと制御部３１１が判断した場合（ス
テップＳ３１７：Ｎｏ）、内視鏡システム１は、ステップＳ３０２へ戻る。この場合、分
割領域設定部１０１ａは、図１０に示すように、終了の指示信号等が入力されるまで、蛍
光Ｓ１が検出された小分割領域を所定の分割にさらに分割して微小分割領域Ａ３２１～Ａ
３２４を設定し（図１０（ｂ）→図１０（ｃ））、増幅部３０９ａが蛍光を撮像する際の
増幅率（感度）や長時間露光の設定を行ってもよい。
【０１００】
　以上説明した本実施の形態３によれば、増幅部３０９ａが分割領域設定部１０１ａによ
って設定された小分割領域の画素のみに蛍光を受光させて露光を行う。これにより、セン
サ部２４４ａは、小分割領域の画素のみを露光すればよいので、長時間露光を行うことが
でき、蛍光の増幅率（感度）を上げることができる。この結果、内視鏡システム１は、受
光部２４４ｆの必要な画素のみを長時間露光することで、受光部２４４ｆの全画素で長時
間露光を行う場合に比して、設定されたフレームレートを落とすことなく、かつ、一連の
撮像（露光）時間が延びることを防止することができ、連続的に蛍光画像信号を滑らかに
出力することができる。
【０１０１】
　また、本実施の形態３では、励起光を先に照射させて蛍光が検出された領域を所定の領
域ごとに分割して分割領域を設定してもよい。すなわち、注目する領域のみ小さな領域で
高感度の撮像を行うようにしてもよい。これにより、充分なダイナミックレンジまたはコ
ントラストで蛍光画像を撮像することができる。
【０１０２】
（実施の形態４）
　つぎに、本実施の形態４について説明する。本実施の形態４にかかる内視鏡システムは
、上述した実施の形態と同様の構成を有し、内視鏡システムが実行する処理のみが異なる
。具体的には、上述した実施の形態では、蛍光が観察された分割領域に含まれる各画素の
増幅率を長時間露光させて蛍光を撮像する感度を上げていたが、本実施の形態４では、全
体領域から蛍光が観察された領域に向けて増幅率を上げる領域を徐々に小さく領域を設定
する。このため、以下においては、本実施の形態４にかかる内視鏡システムが実行する処
理について説明する。なお、以下においては、蛍光が観察された領域を関心領域（以下、
「ＲＯＩ」という）として説明する。
【０１０３】
　図１１は、本実施の形態４にかかる内視鏡システム１が実行する処理のタイムチャート
である。図１１において、図１１（ａ）が受光部２４４ｆから出力される領域のタイミン
グを示し、図１１（ｂ）が受光部２４４ｆの画素に対してリセットを指示するタイミング
を示す。なお、図１１において、横軸が時間を示す。
【０１０４】
　図１１に示すように、分割領域設定部１０１ａは、蛍光判定部１１１ａの判定結果に基
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づいて、撮像制御部２４４ｅを介して受光部２４４ｆの領域を全領域、ＲＯＩ１、ＲＯＩ
２、ＲＯＩ３およびＲＯＩ４の順に読み出させて出力させる。具体的には、図１２に示す
ように、分割領域設定部１０１ａは、蛍光判定部１１１ａの判定結果に基づいて、撮像制
御部２４４ｅを介して画像内Ｗ１内で患部の蛍光Ｓ１が観察された領域が徐々に小さくな
るように、受光部２４４ｆの領域を全領域Ｒ１、ＲＯＩ１、ＲＯＩ２、ＲＯＩ３およびＲ
ＯＩ４の順で読み出させて出力させる。この際、各ＲＯＩ領域に対応する画像は、画像中
心の座標が同じで、徐々に領域が小さくなる（ＲＯＩ１＞ＲＯＩ２＞ＲＯＩ３＞ＲＯＩ４
）。これにより、各ＲＯＩの重畳部分は、最も露光回数が多くなるので、高感度になり、
漸次感度が低下する画像となるので、周辺画像との違和感がなくなる。
【０１０５】
　以上説明した本実施の形態４によれば、分割領域設定部１０１ａが蛍光判定部１１１ａ
の判定結果に基づいて、受光部２４４ｆの受光面を患部の蛍光Ｓ１が観察された領域に向
けて増幅率を上げる領域を徐々に小さくして領域を設定するので、撮像素子２４４のフレ
ームレートを落とさずに、自然な部分に感度を上げた滑らかな画像を得ることができる。
【０１０６】
　また、本実施の形態４によれば、増幅部３０９ａが蛍光を有する領域の境界の感度を傾
斜的に設定するので、画像の違和感を低減することができる。
【０１０７】
　さらに、本実施の形態４によれば、ＲＯＩ領域以外に不必要な高輝度領域があったとし
ても、感度が飽和する領域を低減することができるとともに、明るさの自動制御による誤
動作、たとえばブラックアウトを防止することができる。
【０１０８】
（実施の形態５）
　つぎに、本実施の形態５について説明する。本実施の形態５にかかる内視鏡システムは
、内視鏡の先端部に二つの撮像素子が設けられている。このため、以下においては、上述
した実施の形態の内視鏡システムと異なる構成についてのみ説明する。なお、同一の構成
には同一の符号を付して説明する。
【０１０９】
　図１３は、本実施の形態５にかかる内視鏡システムの先端部の先端面を示す図である。
図１４は、図１３に示すＡ－Ａ線で切断した切断面の一部を示す図である。図１５は、図
１３に示すＢ－Ｂ線で切断した切断面の一部を示す図である。図１６は、本実施の形態５
にかかる内視鏡システムの要部の機能構成を示すブロック図である。
【０１１０】
　図１３～図１６に示すように、内視鏡２の先端部６の先端面には、洗浄用ノズル６１、
観察窓６２、観察窓６３、照明レンズ２４２および処置具チャンネル２４５が設けられて
いる。
【０１１１】
　観察窓６２および観察窓６３は、閉塞されている。観察窓６２を介して外部から入射し
た光は、複数のレンズ６２１ａ，６２１ｂによって構成される第１の光学系６２１Ａに入
射し、集光されてから、第１の受光部６２２Ａに入射する。観察窓６３を介して外部から
入射した光は、複数のレンズ６３１ｃ，６３１ｄによって構成される第２の光学系６３１
Ｂに入射し、集光されてから、第２の受光部６３２Ｂに入射する。
【０１１２】
　第１の受光部６２２Ａは、２次元的にマトリックス状に配置された撮像用の複数の画素
を有し、第１の光学系６２１Ａから出射した光が入射するように配置される。第１の受光
部６２２Ａは、第１の光学系６２１Ａを介して入射した光を受光して体腔内を撮像する。
第１の受光部６２１Ａの受光面側には、カバーガラス６２３Ａが設けられている。カバー
ガラス６２３Ａと第１の受光部６２２Ａとの間には、第１の受光部６２２Ａの画素の配列
に対応してＲ赤（Ｒ），緑（Ｇ）あるいは青（Ｂ）のフィルタが配列するオンチップフィ
ルタ６２４Ａが設けられており、第１の受光部６２２Ａは、カラー画像を撮像する。なお
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、オンチップフィルタ６２４Ａは、シアン、マゼンタ、黄および緑のフィルタが配列する
補色フィルタであってもよい。
【０１１３】
　第２の受光部６３２Ｂは、２次元的にマトリックス状に配置された撮像用の複数の画素
を有し、第２の光学系６３１Ｂから出射した光が入射するように配置される。第２の受光
部６３２Ｂの受光面側には、所定波長帯の光のみを透過する分光フィルタ６３３と、カバ
ーガラス６３４Ｂとが設けられており、第２の受光部６３２Ｂは、所定波長帯の蛍光に対
応する蛍光観察用画像を、モノクロ画像として撮像する特性を有する。
【０１１４】
　第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂは、第１の受光部６２２Ａおよび第
２の受光部６３２Ｂに撮像タイミングを指示するとともに電源供給を行うドライバ６４や
、第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂによる画像信号を読み出して電気信
号に変換する変換回路６５などとともに、回路基板６６に実装される。第１の受光部６２
２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂは、受光面が左右に並んで回路基板６６に実装される。
回路基板６６には、電極６７が設けられる。電極６７は、たとえば異方性導電性樹脂フィ
ルムを介して、制御装置３との間で電気信号を伝送する信号線６８と接続する。第１の受
光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂが出力した電気信号である画像信号を伝送する
信号線６７ａのほか、制御装置３から制御信号を伝送する信号線を含む複数の信号線によ
って、集合ケーブルが形成される。
【０１１５】
　同調部１２１は、第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂが交互に画像情報
が読み出されるように、第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂの読み出し対
象の画素を設定する。同調部１２１は、第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２
Ｂにおける露光処理、ならびに、タイミングジェネレータ２４４ｄおよびＡＦＥ部２４４
ｂによる第１の受光部６２２Ａおよび第２の受光部６３２Ｂに対する画素情報の読み出し
処理のタイミングを相関付けて制御する。そして、第１の受光部６２２Ａおよび第２の受
光部６３２Ｂから読み出された画素情報は、同一の伝送路によって伝送される。
【０１１６】
　このように構成された内視鏡システム１２０は、明るさ検出部３０３が第１の受光部６
２２Ａで撮像された画像信号に基づいて輝度信号を生成し、増幅部３０９ａが明るさ検出
部３０３によって生成された輝度信号に応じた増幅率に基づいて、励起光の照明下で第２
の受光部６３２Ｂが生成する画像信号の増幅率を設定する。これにより、内視鏡システム
１２０は、通常光（可視光）の撮像を行いながら、励起光の撮像の感度をほぼ同時に調整
することができる。
【符号の説明】
【０１１７】
　１，１００，１１０，１２０　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　制御装置
　４　光源装置
　５　表示装置
　６，２４　先端部
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルコード
　２５　湾曲部
　２６　可撓管部
　４１　白色光光源
　４２　特殊光光源
　４３　光源制御部
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　４４　ＬＥＤドライバ
　１０１，１１１，３０９　制御部
　１０１ａ　分割領域設定部
　１１１ａ　蛍光判定部
　１２１　同調部
　２２１　湾曲ノブ
　２２２　処置具挿入部
　２２３　スイッチ
　２４１　ライトガイド
　２４２　照明レンズ
　２４３　光学系
　２４４　撮像素子
　２４４ａ　センサ部
　２４４ｂ　アナログフロントエンド
　２４４ｃ　Ｐ／Ｓ変換部
　２４４ｄ　タイミングジェネレータ
　２４４ｅ　撮像制御部
　２４４ｆ　受光部
　２４４ｇ　読み出し部
　２４４ｈ　ノイズ低減部
　２４４ｉ　ＡＧＣ部
　２４４ｊ　Ａ／Ｄ部
　２４５　処置具チャンネル
　３０２　画像処理部
　３０４　調光部
　３０５　読出アドレス設定部
　３０６　駆動信号生成部
　３０７　入力部
　３０８　記憶部
　３０９ａ　増幅部
　３１０　基準クロック生成部
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光照射下生成的图像信号来生成指示亮度的亮度信号； 放大单元309a，
用于根据由亮度检测单元303生成的亮度信号的放大率，设置在由激发光
照射下成像元件244生成的图像信号的放大率。
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